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研究成果の概要（和文）：バイオ3Dプリンターを使用し、人工血管として使用可能な血管細胞から成り立つ筒状
の構造体を作成した。ブタの細胞を使用して作成することが難しかったため、ヒト由来の細胞で作成した。作成
した人工血管をブタに移植し、開存を確認できた。今後拒絶の有無などを病理学的に確認し、長期的な開存が確
認できた段階で、論文化を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：Vascular graft was made using bio-3D printer. The vascular graft was 
transplanted to a pig and confirmed the patency of the graft. We are now preparing for publication.

研究分野：移植

キーワード： 人工血管

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で作成した人工血管は臨床応用が可能となれば、今後多くの患者の治療に使用されると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

肝胆膵外科領域の手術は近年高度化してきており、血管合併切除・再建を必要とすること 
が多くなってきている。そのため、感染に強く、安定して供給可能な人工血管の開発は手術 
の安全性を担保する上で必要不可欠である。 

２．研究の目的 

本研究では、動脈への動物移植実験で既にリモデリング・長期開存が確認されており、前
臨床試験の終了している Bio-3D printer を用いた人工血管作成技術を応用し、静脈用の人
工血管を開発する。 

３．研究の方法 

作成した人工血管の静脈系血管（門脈・肝静脈）での有用性をラットの下大静脈置換実験、
ブタの門脈置換実験を動物実験モデルとし
て検証する。 

４．研究成果 

ブタ頸静脈に Bio-3D printer でブタ皮膚
線維芽細胞を用いて作成した人工血管の移
植に 2例成功し、1か月の開存を確認した。
移植された血管には拒絶反応は認めなかっ
た。 
また、ブタ腎静脈に同人工血管を用いてパ
ッチ再建の実験を行っており、1か月の開存
を確認し、血栓形成や感染兆候は認めなかっ
た。 
本研究で使用する人工血管は細胞で作成さ
れており、異種移植を施行すると拒絶反応が
生じ閉塞してしまうと考えられる。そのため、
ブタでは脾臓・胸腺を摘出し、免疫抑制剤・
ステロイドを使用することで拒絶反応を排除
するモデルを使用することがあるが、本研究
では自家由来の細胞ではないが、同種であれ
ば、免疫不全モデルを用いずに皮膚線維芽細



胞で作成された構造体の移植が可能であることが示唆された。 
今後、本人工血管の長期成績を検証していく。 
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